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ノリリスク鉱山

ノリリスク(HopH肚｡K)とその周辺の銅･ニッケル

鉱床鮮はエニセイ河下流右岸(北緯69.50!･東経89,

201付近一帯)に分布する世界最大のサドベリｰ型大鉱

床灘で第1ノリリスク鉱床第2ノリリスク鉱床タ

ノレナフ鉱床チョｰノレナヤ山鉱床ズｰブィ山鉱床に代

表される多数の鉱床からなりその総分布範囲は2,000

長㎜2に達する.母岩はいわゆるノリリスク粗粒玄武岩

と同種の粗粒玄武岩分化岩体で各鉱床はそれぞれ同岩

体中に胚胎された多数の層状･鉱染状･脈状の溶離鉱体

からたる.層状鉱は磁硫鉄鉱･硫鉄ニッケル鉱･黄

銅鉱･磁鉄鉱で構成されほぼ均質だが脈状鉱は磁硫

鉄鉱質磁硫鉄鉱一黄銅鉱質黄銅鉱一キュｰバ鉱質

黄銅鉱一針ニッケノレ鉱質のものに分けられる.含有金

属元素27種のうち10元素(Cu･Ni･Co･Au･Ag･Se･

Te･Ptなど)が精錬され粗鉱品位はNi0.4-3%

Cu0.5-2.o%白金族元素3-79/t鉱量はA+B+

C｡十C.10億tと評価されている.1920年にウルバン

ツェフらによって発見され1935年から採掘カミ始められ

たが本格化したのはコンビナｰトの第1期建設とノリ

リスクｰズシンカ鉄道の敷設が終った1939年(1953年

広軌化)からでナチスドイツの侵略を受けた盟友!941

年からは設備の大々的な拡充と生産の急上昇を迎えるこ

とになった.戦後も生産を縮小せず現在ノリリスク

採鉱･冶金コンビナｰトの手によって第1ノリリスク
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鉱床ザボリャルヌイ採鉱区(坑道延長500長m)マヤｰ

ク鉱床コムソモｰル鉱床それに同型では世界最大規

模の単位鉱床と言われるタルナフ鉱床が稼行中で他は

まだ手つかずである.付近には本鉱床群に由来する砂

白金鉱床が少狂くない.また周辺に珪砂粘土石膏

泥灰岩ドロマイト石灰岩鉄鉱の各鉱床埋炭量

1,000億tといわれるノリリスク炭田新発見のメッソ

ヤハ天然ガス田が分布しコンビナｰトや都市の建設

発電(ノリリスク石炭･ガス両用火力発電所など)･給

湯･暖房たどに利用されている.

風速45m

ノリリスクは1年のうち9ヵ月間も激しい風が吹き

秒速40-45mの風が2週間も吹き続けて列車をひっくり

返したりバスも転覆させられることがある.224目

雪に閉ざされ平均氷点下30.Cの目が103目平均氷点

下50.Cの目もあり氷点下60.Cの記録は珍しくない.

こうなれば鉄も強さを失い強く打とうものなら割れ

てしまう.ここで吹雪が吹かない目は1年にわずか2

ヵ月.太陽の輝やく目は!0目もない.

ツンドラの上に建てた構造物は建物内の暖気のために

第1図

ノリリスク鉱

山の位置
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第2図68･

タイムイノレ半

島付近河川図
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凍土を融かして倒壊したた掘りこんだだけでは防ぎき

れたい.夏に柾るとツンドラが融けて鉄道を沈め

遣も膝までぬかる泥薄地に変る.

ノリリスクの人々はこんな言い方をする.｢ノリ

リスクは!年のうち12ヵ月が冬で残りか夏だよ｣.

だがそのような条件の中で人口15万の都市ウス

チ･ハンタイカ水力発電所(34万kw/h)ズシンカ郊外

のノリリスク飛行場(クラスノヤノレスク･ノボシビｰノレ

スクやタイムイル民族管区の諸都市やモスクワとの間に

定期便が開かれている)を建設し毎日列車を走らせ

チサやキュウリを栽培している.｢ニュiヨｰクペ

ラルドトリビュｰン｣紙の記事を借りよう.

｢ロシア人にとってノリリスクは北方の自然に対す

る人間の勝利のシンボノレである.この発展しつづける

工業中心地はこの種の都市としては最大のものであ

る.｣

鉱床発見への道程

若い基礎のまだ固まらないソビエト国家が干渉と

荒廃からやっと起ち直りかけていたそれは1919年のこ

とである.当時エニセイ河の上流バイカル湖に近

い東シベリアの中心都市イノレグｰツクをはじめザバイ

ｰカル地方や沿海州の諸都市はシベリア出兵の日本軍によ

って占領されその西方のシベリア鉄道沿線もイギリス

が支援する反革命軍によって分断されていた.その

1919年エニセイ河をゆっくりと下る1隻の小さな汽船

があった.

甲板には土地のシベリアっ子たちが離れていた.そ

の中で一きわ背の高い痩せた青年が甲板のざわめきを

よそにしきりと双眼鏡で過ぎゆく山なみを見つめてい

た.鉱山技師の制帽をかぶったこの青年こそ後に種
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第3図

ノリリスク鉱山ノリリス

ク元山周辺の地質模式図

1一分化はんれい岩一輝

緑岩貫入体

2一三畳紀熔岩層

3一上部古生界ツングｰ

ス統爽炭層

4一中部･下部古生界

5一断層

地学者･地質学者として名をなしレｰニン勲章を受け

たニコライニコラエビッチウノレバンツェフ(h脳0一

刀a遂H服㎝aeBH■yPBa則eB)の若き目の姿であった一

その時彼はトムスク工業専門学校鉱山学科を卒業した

ばかりで新設の地質委員会シベリア支部の科学研究員

として炭田調査のためエニセイ河下流地域に向うところ

であった.ウノレバンツェフはその回想の中で当時

の調査事情を次のように述べている.

｢前年の1918年7月2目ソビエト政府は北極圏の

経済開発をめざした北洋航路の開設に関する決議を採択

しました.しかしその開設には石炭が必要でありし

かも積荷の増大のためには石炭の補給地を航路の近くに

求めなくてはなりません.その点エニセイ河の下流

地域はきわめて有望でそこには大型の船も寄港できる

し近くに石炭の転石があることは300年ばかり前から

知られていました.1872年のシュミット博士の調査報

告ではその露頭が発見されたことになっていましたし

おまけに酸化銅鉱の露頭についても触れてありました.

でもこのノリリスカ河河口付近の石炭と銅の露頭は

1895年までにモスクワの商人ソトニコフ親子によって掘

りつくされたという記録も残っていました.そこで

あらためて炭層の確認と埋炭量の調査にとりかかったわ

げです.銅鉱については調査課題になっていませんで

した｣.

第4図

ノリリスク最初の家

反革命軍や外国の干渉軍との戦闘が続いている情況の

中では調査隊の規模も装備も最小隈にとどめ泣くては

ならたかった.調査隊は彼と2人の測量技師それに

3人の人夫の計6名で編成され6月20目にズシンカ部

落に入った.

今でこそタイムイル民族管区の首都としてエニセイ

河第2の港として発展しているズシンカも当時は10軒�
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の丸太作りの家と小さ在教会カミみられる小部落にすぎな

かった.ウノレバンツェフらはここをべ一スにズシ

ンカからウスチ･ポルトまでエニセイ河岸と支流河口付

近を調査したが炭層はただの一枚も発見でき次かった.

北極圏の冬が迫ってきた.ロクな装備も持た狂い一行

は答を急がなくてはならない.彼はエニセイ河から

遠くなるという悪条件にこだわる訳にいかずノリリス

カ河の谷間にべ一ス･キャンプを移した.そこには石

炭の転石がありシュミットの情報もある.

彼は夜を目についで働いた.地質学者としてだけで

なく人夫としても.ルｰト･マップを画く]方でつ

るはしを振い柱状図を作る手でまたスコップを握った.

｢私には北洋航路の成否を背負う石炭の確認というこ

としか念頭にありませんでした⊥

そして塩基性火山岩層に蔽われた爽炭層を2層発見

し炭丈1.1m･019m･6.0mの3層の炭層を確認した.

当時の計算で炭量72×106tとはじき出されている.

だが調査の成果はこれだげではなかった､

ウノレバンツェフは確認したばかりの石炭鉱床の近くで

旧式熔鉱炉の残骸を発見した.記録による1868年ソト

ニコフ建設の炉であった.さらに緑青が凄み出した頁

岩の露頭も認められた.ウルバンツェフは考えた.

｢この酸化銅は稼行価値の狂い銅鉱体によるものだ

ろう.製錬に使われたのはもっと深い所にあった初

成銅鉱体に違いない｣.

そこで彼は残る時間を酸化銅鉱の分布とその地質条

件の検討に賞したのである.冬が訪れ調査は中止せ

ざるを得在くなった.この第1回調査行から帰ると

ウノレバンツェフは最高国民経済会議の鉱業審議会に試

掘を中心にしたノリリスク炭田探査計画書を呈出した.

1920年同審議会はこの計画を承認し調査隊の長とし

てウルバンツェフを指名した.

国内戦の勝利が誰の目にも明らかになりつつあった

1920年6月16目試掘班7人測量班4人地質班2人

経理･補給班2人計15名編成の調査隊はクラスノヤノレ

スクを船出した.隊員の大部分がトムスク工業専門学

校の友情に富んだ学生たちであったことはそして全員

が20代の若者であったことは北極圏での労働と生活の

困難さにうちかつ上でこの上ない保証とだったのである.

泥棒と化したツンドラで探査ピットが掘られその一

部は酸化銅の由来を探るのにふり向けられた.これは

ウノレバンツェフの個人的関心によったものと思われる.

承認された探査計画書に銅鉱に関する項目はなかった.

しかし前年の調査の中止直前に例の酸化銅が鰺出し

ていた頁岩層(上部古生層ツングｰス系)を蔽う形のは

んれい岩様粗粒岩(三畳紀分化はんれい岩一輝緑岩)中

でウノレバンツェフは磁硫鉄鉱･黄鉄鉱･黄銅鉱が鉱

染しているのを見とどけそのことを調査報告書にも触

れであった.彼はその規模を炭田調査に乗じて確かめ

たかったわけである.

探査ピットは磁硫鉄鉱･黄銅鉱を主とする鉱染鉱と

綴密鉱で構成された大小2体の鉱体を探り当てた.1

は厚さ約3m水平延長約100m!は厚さ約6m水

平延長約200mの露頭と称すべきもので推定鉱量32万

tと算定された.その産状と鉱石が硫鉄ニッケル鉱を

含むらしいことはサドベリｰ型を思わせる.シュミ

ミ÷ルクシ上イ｣デルスカ'キ山草一

事
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第5図

ノリリスク鉱山第1･第2ノリリスク鉱

床付近地質模式区

議糠廻雪空欝紬一瞥票

ム紀火山輪廻の熔岩類5一上部古生界

ツングｰス統堆積岩類6一下部石炭系

堆積岩類(海成石灰岩)7一デボン系

堆積岩類8一三畳紀第2輪廻の粗粒玄

武岩およびはんれい岩一粗粒玄武岩9

一三畳紀第2輪廻の分化はんれい岩一輝

緑岩10一三畳紀第3輪廻のはんれい岩

一粗粒玄武岩11一断層12一銅ニッケ

ル鉱床

第6図

ノリリスク鉱山ルｰドナヤ山北峰の銅･

ニッケル鉱床(第⊥ノリリスク鉱床)付

近の地質模式図(N,S,Z0NTovによる)

1一輝緑岩岩脈2一ピクライト質はん

れい砦一輝緑岩3一夕クサイト質はん

れい岩一輝緑岩4一接触変質はんれい

岩一輝緑岩5一輝線扮岩6一ツング

ｰス統下部階砂岩･砂質粘板岩7一デ

ボン系泥質マｰル8一緩斜磁硫鉄鉱質

鉱脈9一急斜黄銅鉱質鉱脈ユO一断層

11一向斜摺曲軸12一はんれい岩一輝緑

岩貫入体の盆状底部の軸

穿VVV

κ･｡｡､尺

～･･騨

他v･

�

形骸

徽坑

･〃

下200坑

し

㌻}VVV

…〃ぴ

｡証

ζ〃

巨ヨlE…∋ヨ四･圖･目O[≡三=〕l1

騨ヨ跡固臼1回1･�



一40一

籔護

睡跡Eヨ･回コ目吻･E畠･一｡よr･一･一･

第7図ノレｰドナヤ山北1峰の鋼･ニッケル鉱床II-II断面図

1一ピクライト質はんれい岩一輝緑岩2一夕クサイト質･接触変成質

はんれい岩一輝緑岩3一輝緑岩質斑岩4一ツングｰス統下部階砂岩

･砂質粘板岩5一デボン系泥質マｰル6一緩斜磁硫鉄鉱質鉱脈

7一急斜黄銅鉱質鉱脈8一断層

ットも記載していない.これが書けばまことにアッ

気ないノリリスク鋼･ニッケル鉱床の発見であった.

その年の冬ペトログラｰドの地質委員会分析室はCu

平均1.5劣Ni平均1.0%以上であることを確認した

カミしかし他の元素は試薬欠乏のため分析されなかった.

もし試薬が欠乏していなかったらPt族元素の含有品位

が高いことも明らかになり｢鉄｣は｢熱い｣うちに

｢打たれ｣たかかもしれたいのだが1921年も1922年も

調査は炭田に集中されて行く.

最初の家

ノリリスクを訪れる人はノレｰドナヤ山にほど近い平

地(ゴノレナヤ通り)に建つ一軒の丸太小屋に案内される

だろう.そしてその丸太の壁にかかった一枚の大きな

額に見入ることだろう.それには次のように書かれ

ている.

｢ノリリスク最初の家

1921年冬N.N.ウルバンツェフ地質調査隊これを建つ.

1922年ノリリスク初のメｰデｰ祝典越冬隊により当家屋

で行なわる｣

7'幽
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第8図第1ノリリスク鉱床第2鉱体断面図

a一南北裁面b一東西蔵面1一ピクライト質はんれい岩一

輝線砦2一夕クサイト質･接触変成質はんれい岩一輝緑岩

3一ツングｰス統堆積岩4一高品位鉱染鉱体5一級密硫化

物鉱体シュリｰレ:■6一緩斜磁硫鉄鉱質鉱脈7一急斜黄銅

鉱質鉱脈

1921年のノリリスク炭田調査隊は59名という大き柱

編成であった.もちろんウルバンツェフが指揮をと

り調査隊の主力は7月14目にノリリスクに着いた.

この年の調査課題は試験採炭坑の掘進最低必要な

採炭手段とその生産性の検討精密地形図(1:1000)

とそれにもとづく地質図の作製さらに冬期における気

象条件と交通･調査･生活などの限界の把握などであっ

た.

試験採炭坑はシュミット山南東斜面を選び上部炭層

に対して7月28目下部炭層に対して8月21日それぞ

れ掘進を始めた.火薬欠乏のためもっぱら手掘であ

った.ために凍てついた大地の掘進は遅々として進

まず冬の到来を告げた9月半ばまでの掘進量は前者が

14.8m後者が6.1mに過ぎなかった.ウノレバンツェ

フが常に念頭においていた銅･ニッケル鉱体の方は火薬

がなくては手の施しようもない.ただサンプリングす

るのがやっとのことであった.

1921年の冬を迎えたウルバンツェフはノレｰドナヤ山の

北ウゴリヌイ河とメドベジｰ河との間の平地に丸太小

屋(面積87.4m2)を建て7人の若者たちと越冬に入っ

た.この小屋が上述の｢ノリリスク最初の家｣であり

以後ノリリスク関係の測量の起点となったものである.

樹木らしいものに恵まれていない現地では小屋一つ建

てるにも大きな困難がつきまとう.彼らはそのとき

ソトニコフが1868年に建てた建物の残骸から丸太を回収

し一部をウゴリヌイ河の河岸から運んだ.

越冬隊は気象観測を続ける一方で付近]帯の地形図

の作製にとりかかった.幸いにして強風が山肌から積

雪を吹きとぱし山には一片の雲もない.しかし平

地の吹きだまり部分は身体を没して余りある厚さである.

それに冬はほとんど太陽が上らず.明りはオｰロラの

束の間にすぎない.でもウルバンツェフらは漆黒の

暗夜以外の時間を盗むようにしてそりの上に毛皮で作

った小屋をのせとなかいに曳かせながら測量を続け

た.その移動小屋の内･外に幾重にも縫いつけられ

張りつめられた毛皮は北極圏の毛皮動物のオンパレｰ

ドであった.ウルバンツェフ自身射撃はうまかった.

調査中の彼を写した写真をみると彼は銃身の長い二連

166坑妻ソｰ･･

130坑＼

ノ'

口､蛙側1

第9図第1ノリリスク鉱床第2鉱体黄銅鉱質鉱脈の深成黒帯配列模式図

1一黄鉄鉱一針ニッケル鉱一黄銅鉱質鉱石帯2磁硫鉄鉱･硫鉄ニッケル

鉱一黄銅鉱質鉱石帯:(a一粗粒斑状鉱石亜帯b一細粒斑状鉱石亜帯

｡一雄粒状鉱石亜帯)3一微細粒状硫鉄ニッケル鉱一黄銅鉱質鉱石帯�
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統を常に携行していたように思える.この年の冬ほ日

中でも氷点下52.Cまで下がることが多く調査は困難

をきわめたが一行はそれによく耐え地形図(1:

1000)はノリリスク周辺地区をおおい1922年の春に完

成した.

輸送路を求めて

ノリリスクの石炭さらに銅･ニッケル鉱の開発の鐘

ともいうべき重要問題の一つに輸送手段･輸送路の問

題があった.ノリリスクからズシンカまでの!00kmた

らずの鉄道建設は技術的にも労働力の点でも建設に

要する時間･経費からいっても至難の業といわねば放ら

狂い.それでも関係部門では検討が始められていた.

ウノレバンツェフは鉄道に代る輸送手段として河川に目を

つけ1921年の10月から河川調査にも乗り出し1922年

ピシャナ河全流路が石炭輸送などに使えることを確かめ

1:100,OOOのピシャナ河･ピシャナ湖･ノリリスカ河

河川図を完成した.そして実際に石炭をレニングラ

ｰド(当時はまだペトログラｰド)に送ってみせたので

ある.ズシンカ港の建設と1939年のノリリスクｰズシ

ンカ鉄道の完成はその主要な役割を奪ったカミ今も季節

的一般水運路として利用されている.

白金の発見

外国の干渉と国内戦で完全に勝利し経済的自立に取

り組み始めた1922年の秋ピャシナ河航路の発見に刺激

され地質委員会試金分析室は手許に残っていたノリリ

スクの銅･ニッケノレ鉱石を分析してみた.今回は試薬

に不足もなく多量の白金属元素の発見をもたらした.

しかもサドベリｰの場合よりもはるかに含有品位は高

い.このビッグニュｰスはモスクワの最高国民経済会

議にいち早く届けられトムスクに帰っていたウノレバン

ツェフに最高国民経済会議への出張命令が電報された､

ノリリスク鋼･ニッケル･白金鉱床の｢浮上｣である.

ウノレバンツェフはそこで同鉱床の調査計画立案を婁請

された.予算は同会議カミ手当てし科学面の指導は地

質委員会カミ当るという.

1923年9月5目ウノレバンツェフは彼自身の発見に成

る銅･ニッケル鉱床の最初の探査･採掘坑道｢ゲオ

ノレコム(地質委員会)｣坑の坑口に鍬を入れその鉱床を

第1ノリリスク鉱床同鉱床を胚胎している山をルｰド

ナヤ山(鉱石山)と命名した.

｢ゲオルコム｣坑の掘進に伴って産出した鉱石17tが

と衣かいに良かれてズシンカに送られそこからレニン

グラｰドに積み出された.選鉱･精錬試験に供するた

めにである.その試験の前段でさらにCo･Au･Ag

･Se･Te･Tiなどがか放り高品位に含有されているこ

とも明らかになってきた.

ノレｰドナヤ山での探査試錐も開始された.ノリリス

ク最初の試錐点には｢ゲオノレコム｣坑口から山腹に沿っ

て高距100mの地点が選ばれた.北極圏内の極寒の地

の突風が吹きまくる中での最初の試錐についてウルバ

ンツェフは次のように回想している.

｢板が得られないので高さ約5mの丸太製の簡単な

四角錐の櫓を組み風を防ぐために帆布を張りめぐらせ

ました.櫓の暖房と洗携用に雪を溶かすため櫓の中

に大きな鉄製のペチカを備えつけその燃料にはシュミ

ット山の炭嬢から運んだ石炭が使われました.

試錐技術者はたった1人しかも彼の技術資格は低い

ものでしたから私は試錐作業に特に気を使い私自身

が“助手"を務めたものです.

まず手回しによる始動が全然ダメでした.二人がか

りでやってももうヘトヘトになってしまうだけでした.

ボｰトのモｰタを使ってどうやらかかるようになりま

したがエンストそして過熱雪で冷やすやらまた

第10図

最近のノリリス

タｰ一グラブナ

ヤ通り

第!1図…､

若き目のウルバ

ンツェフ(中央)蓑｡

右が夫人左が咄聾

経理責任者〔A�
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熱湯でエンジンを加熱するやらそれはそれは大変なこ

とでした.循環用の水だって直ぐに氷ってしまいま

す.私は10%食塩水を試錐孔に送ることで何とか掘

進を続け深さ30.2肌まで掘り厚さ12.0皿の綴密鉱シ

ュリｰレンとさらにその上･下盤に鉱染鉱カミ賦存する

ことを確かめることができました｣.

突然の予算凍結

悪戦苦闘を強いられなカミらもウノレバンツェフを先頭

に1923年から1924年への冬期期待に燃えた調査が続け

られ磁気探査も確実に発展していた.磁気異常はノレ

ｰドナヤだけでなくその周辺隣接地にも現われていた.

そして調査隊は!924年の春を迎えた.

そこへ突然の探査費の執行中止指示が地質委員会か

ら打電されてきた.これはノリリスク鉱床の将来性

について地質委員会内の意見が分れその結論が出るま

での措置であった.この措置はウノレバンツェフの納得.

できるものであろう筈がない.彼は探査費を再計算し

て使者を地質委員会に送った.探査費確保のため

春の泥澤をおして蓬かレニングラｰドに赴いたのはう

ら若いエリザベｰタイバノブナウルバ1■ツェバす

たわち前年結婚したばかりの彼の妻であった.彼女は

夫の指示に従い生れて初めてとなかいや馬や犬をあや

つりさらにまる1ヵ月船の曳綱をひいてエニセイ河を

遡りシベリア鉄道に身を托し幾多の試練にうちかっ

て目的を達し必要な資金の確保に成功した.その働

らきはげに感嘆の一語に尽きよう.彼女は後目医

大に学び医師として開発に貢献することに粗る.1924

年秋調査隊は無事トムスクに帰った.

中止決定に抗して

ウルバンツェフと各グノレｰプの責任者たちはレニング

ラｰドに赴き調査報告書を提出してその細部を説明

した.彼の結論は｢鉱床の将来性きわめて大なり｣

｢探査すべき範囲予期以上に広大にして新鉱床の発

見可能性著しく高し｣……であった.ところが地質

委員会はノリリスク鉱床の探査の中止を決定し最高国

民経済会議に承認を求めるとともにウノレバンツェフに

レナ炭田の調査に移るよう指示してきた.地質委員会

のスペシャリストたちはノリリスクの鉱石が主として鉱

染鉱だからそして複雑鉱だから選鉱費が高くつきす

ぎると考え鉱床の採算性を低く見積ったのである.

これにぽウノレバンツェフもカチンときたらしい.

彼はレナ地域への赴任を直ちに拒否してソ連最高国民

会議議長F.E.ジェルジンスキｰに手紙を出しノリリ

スクにおける銅･ニッケル鉱床の探査を続行するよう強

く訴えた.その前後の事情を物わかりのよい口ぶりで

ウノレバンツェフは次のように回想している.

｢それまでの地質調査や探査の結果では現認された

鉱石の大部分が鉱染鉱だったことは確かです.綴密鉱

の大規模なシュリｰレンが発見されていたのはノレｰドナ

ヤ山の北峰の所だけでした.だからその限りでは選

鉱に大きな投資が必要だし生産コストが上りすぎると

考えられるのも無理ありません.でも当時は探査作

業カミとくに試錐がやっと1本うたれたというごく一

部分の探査しか終っていないときだったのです.鉱染

鉱にしてもルｰドナヤ山の北斜面や南西の麓さらにウ

ゴリヌイ川上流やメドベジｰ川の谷にも賦存していま

したしそのそれぞれが綴密鉱を伴っているという可能

性は大きかったのです.

私がジェルジンスキｰ議長に手紙を出したのは彼が

地質委員会の考え方に疑問を抱いていた時だったのです.

彼の主張はそれまでの探査や調査が小規模でありすぎた.

大規模･集中的に探査してから結論を出せというもの

でしたからいわぱ私の手紙はグッドタイミングだっ

たわげです｣.

･間もなく彼はジェノレジンスキｰに呼び出され秘書官

のP.S.アリノレｰエフにひき合わされた.ここでこの

秘書官が当面するノリリスク調査隊の責任者ウノレバン

ツェフがその代理に指名されさらに科学研究調査部門

の指導が彼に任されることになった.加えて仕事と

生活に必要なものがすべてこの調査･探査事業のため優

先的に確保されとくに試錐探査の促進のためにクレリ

ュウス試錐機が3台も加えられたことは大きな威力とな

った.またノリリスクでの補給･建設や採鉱･試錐�
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などの事業に堪能な多くの専門家や労働者が集められ

ウノレバンツェフは雑事からほとんど解放されて思うが

ままに調査･探鉱の分野で腕がふるえるようになったの

である.総勢実に150名.以上の措置が今日のノ

リリスクを生む一大転機と狂ったといっても言いすぎ

ではあるまい.

新鉱床の発見

1925年の夏に始まった調査･探鉱はズシンカでの分

析室･鉱石研究室の設置トラクタｰによる機械的運搬

手段の実施工作施設の建設たどにみられるように腰

をすえて進められた.

ウルバンツェフはまず第1ノリリスク鉱床をとり

まく未調査部分の地質精査にとりかかった.そしてそ

の年の冬ノリリスク台地北東斜面での調査の際一つ

の重要な発見を行った.かつて彼はその斜面で黄色

オｰガが散在することを認めていたのだがそれがノリ

リスク型硫化物鉱染鉱石の風化物であることを確認した

のである.さらに剥土によって1926年の春緩傾斜

階段状に分布する鉱染鉱体を発見した.試錐の結果は

厚さ約200m下盤際は1m綴密鉱がポケット状に連続

している1彼はこの鉱床に第2ノリリスク鉱床の名

を与えた.それは第1ノリリスク鉱床の東北東約6km

のところであった.このときそのまた南約gkmのチ

ョｰノレナヤ山に北約4kmのデウコノレバヤ山に北西約

18良mのマノレクシェイデノレスカヤ山に銅･ニッケノレ鉱床

が眠っていることは講一人知る由もなかった.とも

あれジェノレジンスキｰ最高国民経済会議議長の英断は

功を奏したのである.

1926年の更地質委員会委員長A.K.ギドビウスはノ

リリスク鉱床群の開発か否かを決めるため｢実地検証｣

に乗りこんだ.

そして年間出鉱量17,000t計画がうち出されるにい

たった.数字はともかくノリリスク鉱床は陽の目を

みることになったのである.この方向が定まった1927

年以降正式に鉱山として採鉱が始まるまで実際の探

査を指導したのはA.Ye.ボロンツォフでウルバンツ

ェフはもっぱらノリリスク外周とタイムイル半島さら

にセベルナヤゼムリヤｰの島々の調査に従事しレｰ

ニン勲章(1932年)など数々の表彰を受けている.

ウノレバンツェフはレニングラｰドで余生を元気に送っ

ているようだ.最近の彼の写真は優しい好々爺を写

し出している.しかし荒々しいまでに冒険好き粗若

き目のウノレバンツェフは私に少年の目の夢を思い出さ

せてくれてなつかしい.(筆者は鉱床部)

日本地質学会

1.昭和49年9月1目

(目)～3目(火)

2.日本地質学会第81年

総会恋らびに学術大

会

3.北海道大学

4.日本地質学会

5.日本地質学会第81年

総会準備委員会

065札幌市北区北十条西八丁目

北海道大学理学部地鉱教室内電話(011)一71ト2111

･日本鉱物学会･日本鉱山地質学会･日本岩石鉱物鉱床学会

1.昭和49年!0月14目(月)～17目(木)

2.日本鉱物学会･日本鉱山地質学会･日本岩石鉱物鉱床学会

秋季連合学術講演会

31山口大学工学部耳飾(755宇部市常盤台)

4.日本鉱物学会･日本鉱山地質学会･日本岩石鉱物鉱床学会

51山口大学工学部資源工学科島敵史

755宇部市常盤台電話(0836)一31-5100

日本海洋学会

1.昭和49年!0月27目(目)～11月1目(金)

2.昭和49年度目本海洋学会秋季大会

3.仙台市民会館

4.日本海洋学会

5.東北大学理学部地球物理学教室海洋物理学研究室内

980仙台市青葉電話(0222)一27-6200内線3255

･日本地学教育学会

�

㈮

㌮

�

昭和49年7月30目(火)～8月2目(金)

日本地学教育学会第28回全国大会

千葉県教育会館(千葉市千葉中央4丁目13-!0壷280

電話(0472)一27-6141)

日本地学教育学会

東京都小金井市貫井北町4丁目西184

東京学芸大学地学教室内目本地学教育学会

電話(0423)一21-1741内345

巡検

･第4回海外巡検

目時昭和49年8月5目(月)～8月24目(土)

申込〆切昭和49年5月5目

目的地一カナダ(ロッキｰ山脈モンドリオｰノレ周辺)

米国(ワシントンアリゾナグランドキャニ

オン)

･問合先一目本地学教育学会

轟184東京都小金井市貫井北町4丁目

東京学芸大学地学教室内

電話(0423)一21一ユ741内345

〔注〕1.開催年月2.会合名3.会場4.主催者

5.連絡先(掲載順位は源稿到着順)�


